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　国の感染症対策機関※は主な感染症の発生動向を公表しています。新型コロナウイ
ルス感染症、インフルエンザ、RS ウイルス感染症、咽頭結膜熱、A 群溶血性レンサ
球菌咽頭炎、ヘルパンギーナなど、上気道 / 下気道炎を引き起こす病気の発生動向が
示されており、いずれも一定周期で流行と収束を繰り返すパターンが続いています。
前 3 者はワクチンが市販されていますが、このパターンを見た限り流行阻止に役立っ
ているとは言えず、新型コロナウイルス感染症などは、夏にニンバス株が流行したと
の報道は記憶に新しいところです。
　本誌は、インフルエンザ、新型コロナウイルス、RS ウイルスに対するワクチンの
有効性は期待できないことを早期から指摘しており、結果的にこれらの見通しは概ね
正しかったと考えます。感染症を克服するために、ワクチン等の新薬剤を開発しよう
とする姿勢自体を否定するつもりはありませんが、開発された新たな薬剤は本当に有
効性が見込めるのかを見通すこと、また本当に有効だったのか、害がなかったのかを
事後的に検証することは重要ではないでしょうか？
　今後も、こういった重要情報を早期に提供することで皆様に貢献できる情報誌であ
り続けたいと考えています。（わ）

※ 国立健康危機管理研究機構：2025 年 4 月 1 日に国立感染症研究所と国立国際医療研究セ
ンターが統合された。
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